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出資法人等経営状況報告書 

 

１ 作成年月日及び担当部署 

作成年月日 令和 8年 8月 24日 担当部署 産業部 産業政策課 

 

※以下は令和 8年 3月 31日現在の内容です。 

２ 法人等の概要 

法 人 名 公益財団法人 上越勤労者福祉サービスセンター 

代 表 者 

理事長 羽深 浩一 

□ 常 勤   ■ 非常勤 □ プロパー □ 市兼務 ■ その他 

所 在 地 新潟県上越市下門前 477番地 

設立年月日 平成 12年 4月 1日 

基 本 金 112,200千円 市出捐割合 99.1％ 

設立目的 

上越地域の中小企業の事業主とそこに勤務する勤労者並びにその家族及び

上越地域住民に対する総合的な福祉事業を行うことにより、中小企業勤労者

等の福祉の向上並びに中小企業の振興を図るとともに、広く上越地域住民の

研修や交流の場として提供することにより、以って地域社会の活性化に寄与

する。 

主な事業 

⑴ 中小企業勤労者等の生活の安定に関する事業 

⑵ 中小企業勤労者等の健康の維持増進に関する事業 

⑶ 中小企業勤労者等の自己啓発及び余暇活動に関する事業 

⑷ 中小企業勤労者等の慶弔金給付に関する事業 

⑸ ワークパル上越条例第 4 条に規定する指定管理者としてのワークパル上

越の管理運営に関する事業 

⑹ その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

３ 役員数 

（単位：人） 

 常勤 非常勤 計 
内訳 

プロパー 市兼務 その他 

理事 1 8 9 1 0 8 

監事 0 2 2 0 0 2 

計 1 10 11 1 0 10 

 

４ 職員数 

（単位：人） 

 計 
内訳 

プロパー 市兼務 

正社員 5 5 0 

その他 3 3 0 

計 8 8 0 



2 

５ 事業実績（概要） 

【令和 7年度の経営状況】  

・経常収益は、前年度のワークパル上越外部改修工事に伴う約 2 か月間の休館の影響が解消

されたほか、コロナ禍で休止していた納涼ビアパーティを再開したことなどから、前年度

比 1,253千円増の 114,819千円となりました。 

・経常費用は、前年度と比較して、施設に係る維持管理費が増加したことなどから、前年度

比 1,237千円増の 114,697千円となりました。 

・この結果、当期一般正味財産増減額は 34千円の増となり、正味財産期末残高は 217,537千

円となりました。 

【令和 7年度の主な取組】 

・サービスセンター事業では、新たな事業所及び会員獲得に向け、引き続き、事業推進員に

よる事業所訪問に取り組むとともに、新聞やテレビ、デジタルサイネージを活用した会員

拡大キャンペーンを行い、加入促進に努めました。しかしながら、原材料のほか固定費の

価格高騰が続く中で、経費削減や廃業を理由とした退会の動きもあり、前年度比で 28事業

所が減少、会員数は 70人の減少となりました。 

・また、会員を対象とした公益事業では、日帰り温泉利用補助や上越文化会館チケット斡旋、

カルチャースクール受講料補助などを通じて、勤労者等の健康維持・余暇活動の充実を図

ったほか、相互扶助等事業では、会員の相互扶助として、慶弔金の支給を行いました。 

・このほか、ワークパル上越施設管理運営事業では、作品展やクリスマスコンサートなどの

イベントや、体操教室や水彩画などの講座を実施するとともに、貸館施設として利用促進

に努めました。利用者数は、前年度と比較して 7,740人増の 54,790人となりました。 

○ サービスセンター事業 

1 入会実績    （単位：人） 

 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 前年度比 

入会者目標数 7,200 7,200 7,200  

入会者実績数 6,723 6,667 6,597 △ 70人（△1.0％） 

事業所数（単位：事業所） 800 769 741 △28事業所（△3.6％） 

2 事業利用実績（主なもの）   （単位：人） 

 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 前年度比 

健康維持増進事業 17,454 18,393 18,385 △8人（△0.1％） 

自己啓発援助事業 225 190 217 ＋27人（＋14.2％） 

余暇活動支援事業 12,480 10,739 12,062 ＋1,323人（＋12.3％） 

○ 相互扶助等事業（慶弔給付に関する事業）                      

 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 前年度比 

給付件数 2,092件 2,203件 2,053件 △150件（△6.8％） 

給付額 17,317千円 18,509千円 17,407千円 △1,102千円（△6.0％） 

○ ワークパル上越施設管理運営事業（指定管理受託事業）        （単位：人） 

 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 前年度比 

利用者数 58,914 47,050 54,790 ＋7,740人（＋16.5％） 
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６ 財務状況（税込） 

                                （単位：千円） 

項 目 

令和 5年度 
自 令和 5年 4月 1日 
至 令和 6年 3月 31日 

令和 6年度 
自 令和 6年 4月 1日 
至 令和 7年 3月 31日 

令和 7年度 
自 令和 7年 4月 1日 
至 令和 8年 3月 31日 

正
味
財
産
増
減
計
算
書 

一般正味財産増減の部    

 経常収益 114,850 113,566 114,819 

  基本財産運用益 653 653 666 

  特定資産運用益 70 70 109 

  受取会費 66,593 65,801 65,595 

  事業収益 31,300 27,885 29,837 

  受取補助金等 16,074 18,809 18,190 

  その他経常収益 160 348 423 

 経常費用 114,614 113,460 114,697 

  事業費 111,681 110,725 111,980 

  管理費 2,932 2,735 2,717 

 当期経常増減額 236 106 123 

  経常外収益 0 0 0 

  経常外費用 0 0 0 

 当期経常外増減額 0 0 0 

 
税引前当期一般 
正味財産増減額 236 106 123 

  法人税等 214 70 89 

 当期一般正味財産増減額 22 36 34 

 一般正味財産期首残高 217,444 217,466 217,502 

 一般正味財産期末残高 217,466 217,502 217,537 

指定正味財産増減の部    

 当期指定正味財産増減額 0 0 0 

 指定正味財産期首残高 0 0 0 

 指定正味財産期末残高 0 0 0 

正味財産期末残高 217,466 217,502 217,537 

項 目 令和 6年 3月 31日現在 令和 7 年 3 月 31 日現在 令和 8年 3月 31日現在 

貸
借
対
照
表 

資 産 230,754 241,920 240,379 

負 債 13,288 24,417 22,842 

正味財産 217,466 217,502 217,537 

 指定正味財産 0 0 0 

 一般正味財産 217,466 217,502 217,537 

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計

算結果と一致しない場合があります。 



4 

７ 市からの財政支出等 

⑴ 委託額（税込）                           （単位：千円） 

内訳 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 備考 

① 
ワークパル上越 

管理運営委託料 
15,674 18,809 18,190  

計 15,674 18,809 18,190  

 

⑵ 財政援助額（税込）                         （単位：千円） 

内訳 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 備考 

① 補助金（助成金） 400 0 0  

 
エネルギー価格高騰

支援金 
400 0 0  

② 貸付金 0 0 0  

③ 損失補償 0 0 0  

④ 債務保証 0 0 0  

⑤ その他（     ） 0 0 0  

計 400 0 0  

 

８ 市以外からの補助金・助成金等 

 ⑴ 受給額（税込）                           （単位：千円） 

内訳 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 備考 

①      

計 0 0 0  
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９ 今後の経営計画等 

 ⑴ 次期事業計画 

別紙「令和 8年度事業計画書 正味財産増減計算書」のとおり 

 

 ○サービスセンター事業 

  ⑴ 入会者目標数 7,200人、入会事業所目標数 1,000事業所 

  ⑵ 事業内容（主なもの） 

    福利厚生事業（健康維持増進事業、自己啓発援助事業、余暇活動支援事業） 

     広報事業（会報誌の発行、ホームページによる情報提供、広告掲載） 

  

○ワークパル上越施設管理運営事業（指定管理受託事業） 

  利用者目標数：72,000人（講座受講者等：12,000人、貸館等利用者：60,000人） 

 

 ○相互扶助等事業（慶弔給付に関する事業） 

 

 

⑵ 中長期経営計画 

なし 
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１０ 令和 8年度 経営状況の分析・評価 

⑴ 第三セクターの経営状況の分析・評価のフローチャート 

※「第三セクターに対する関与方針」から抜粋 

Ｄ 

債務超過に陥っている、又は、資本金の 50％を超

える累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあ

るか 

はい 

→ 

外部専門家に見解を

求める 

↓いいえ 
 

Ｃ 3期連続の赤字であるか 

はい 

→ 

↓いいえ 
 

Ｂ 
法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はある

か 

はい 

→ 

↓いいえ 
  

Ａ 
現状では、当該法人の経営状況に問題（課題）な

し 

  

 

 

フローチャートによる評価 A → ＢからＤ評価の法人は⑵へ 

【特記事項】 

特になし 

 

 非営利法人においては、累積欠損金という概念がないため、初期の正味財産に対する減

少分を累積欠損金と読み替える。 

 「3 期連続の赤字」の判断においては、「当期一般正味財産増減高」と「当期指定正味

財産増減高」の合計がマイナスとなる場合は、赤字と読み替える。 

 

フローチャートによる評価基準 備考 

Ａ 経営状況に問題（課題）なし 引き続き経営努力を行う 

Ｂ 法人の経営の持続可能性に懸念がある 

経営健全化の可能性について、外部専門
家に見解を求める Ｃ 当期純利益が 3期連続の単年度赤字であ

る 

Ｄ 債務超過に陥っている、又は、 
資本金の 50％を超える累積欠損金がある 
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令和 7年度事業報告

1.事業目的

大企業と中小企業の間にある福利厚生面での格差を解消するため、上越市、妙高市、糸魚川市の

事業主及びそこに勤務する勤労者 (以下「中小企業勤労者」という。)に対して、事業所単独では

実施が困難な総合的な勤労福祉事業を行うことにより、中小企業動労者の福社の向上及び中小企業

の振興を図ると共に、地域社会の活性化に寄与することを目的として、中小企業勤労者の健康でゆ

とりのある生活の実現に向け、事業計画に基づき会員拡大と事業の充実に努めてまいりました。

2.会員拡大と広域化の推進

事業所への個別訪問や、定期的に会員拡大キャンペーンを行い加入促進に努めましたが、現在

の経済状況による、原材料ほか固定費等の値上がりにより新規獲得には厳しい結果となりました。

(1)入退会状況

(2)前年度比較

区分

月別

事 業 所 数 合 計

入 会 退 会
■  △
ノヽ アヽ 退 会 会 員 数

前年度末 769ネ土 6,667人

4月 2社 161人 40人 771ネ土 6,788人

5月 24人 32人 771社 6,780人

6月 7社 50人 34人 764ネ土 6,796人

7月 1社 45人 32人 763社 6,809人

8月 2ネ |: 1社 36人 34人 764社 6,811人

9月 1社 3社 31人 44人 762社 6,798人

10月 45人 43人 762ネ土 6,800人

11月 35人 14人 762社 6,821人

12月 1社 11社 17人 94人 752ネ土 6,744人

1月 1ネ |: 81人 23人 753社 6,802人

2月 23人 30人 753イ |: 6,795人

3月 12社 38人 236人 741社 6,597人

△
ロ

エ
ー
〓

ロ 7社 35社 586人 656人 741社 6,597人

区分

年別

事 業 所 数 会 員 数 合  計
■  △
ノヽ アヽ 退 会

■  △
/｀  7= 退 会 | ∵ |'I. 会 員 数

令和 6年度 5キ 1: 36社 524人 580人 769社 6,667人

令和 7年度 7社 35社 586人 656人 741社 6,597人

増   減 2社 △ 1社 62人 76人 △28社 △70人
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(3)事業所退会事由

(4)構成市別会員数 (令和 2年 6月 17日 より広域化 )

3.事業

1.公益目的事業

(1)中小企業勤労者の福利厚生に関する事業

生涯設計・健康維持増進・自己啓発に関する補助や、余暇活動充実のため、各種利用券の発行、

各種金券等の斡旋を行いました。また、パソコン・スマー トフォンからの申込受付や PayPay

決済払いも可能とし、サービスの向上に努めました。

① 生活の安定及び財産形成に関する事業

在会記念品は令和 3年度にセンター25周年を記念し、令和 4年度より対象の会員全員に配付

しています。結婚、出生、古希、喜寿記念品は祝金発生時に併せて配付しました。

記念品種類

令和 6年度 令和 7年度

件数 (件 ) 金額 (円 ) 件数 (件 ) 金額 (円 )

在会 25年記念品 412 194,876 589 278,597

結婚記念品 69 138,000 66 132,000

出生記念品 104 208,000 104 208,000

古希記念品 57 28,500 67 33,500

喜寿記念品 40 20,000 44 22,000

合計 682 589,376 870 674,097

区分

人数男|

退会事由
′ ヽ
計

経費削減 廃業 利用 しない 合併、その他

10人未満 22社 9社 1社 32社

20人未満 2社 2社

100人未満 1社 1社

△   ヨ■
に
=         

口|
24社 9社 2社 35社

令和 6度 令和 7年度

区 分 事業所数 会員数 区 分 事業所数 会員数

上 越 市 724ネ土 6,113人 上越市 695ネ土 6,050人

妙 高 市 23社 402人 妙高市 24社 399人

糸魚川市 22イ土 152人 糸魚川市 22社 148人

合  計 769社_ 6,667人 〈
ロ 計 741社 6,597人

死 亡

9



② 健康の維持増進に関する事業

定期健康診断、人間ドック、インフルエンザ予防接種等の受診料補助は、支払助成全費用の

半数以上を占める大きな事業となっております。

③ 自己啓発及び余暇活動に関する事業

会員の行動範囲も広がり、日帰り温泉、宿泊施設・旅行代理店、東京ディズニーリゾー ト等

の利用補助券や上越文化会館及び他のチケット斡旋も好評でした。イベント事業については、

ランチ企画、納涼会、大忘年会企画が人気でした。

事  業  名 人   数

ランチ企画 121人

うみがたリバックヤー ドツアー 6人

クリスマスパン作 り講座 3人

魚のさばき方 7人

親子チタン発色教室 8人

夏のビアホール企画 64人

納涼ビアパーテイー (ホテルハイマー ト) 160人

大忘年会 (デュオ・セレッソ) 290人

年末大福引会 300人

96人

マイチャレンジ講座受講料補助 11人

家計見直しセミナー (労金高田支店 ) 10人

国家資格取得補助 100人

日帰り温泉利用補助 11,597人

宿泊施設・旅行代理店利用補助 438人

ゴルフ場利用補助 1,339人

事  業  名 令和 6年度 令和 7年度

定期健康診断受診料補助 3,701人 3,682人

人間 ドック受診料補助 999人 944人

スポーツクラブ受講料補助 500人 448人

家庭常備薬斡旋補助 353人 309人

インフルエンザ予防接種補助 1,274人 1,307人

マスク購入補助 74人 79人

入院あん しん保険 18人 19人

健康講座 (県保健所・市健康づくり課と共催 ) 8人

合計 6,927人 6,788人

スポーツ・カルチャースクール受講料補助
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事  業  名 人  数

東京ディズニーリゾー ト利用補助 816人

特別映画鑑賞利用補助 4,237人

うみがたり利用補助 807人

こども商品券斡旋補助 195人

図書カー ド斡旋補助 456人

CGCグループ共通商品券斡旋補助 1,000人

ミスター ドーナツ商品券斡旋 38人

イオン商品券斡旋 300人

KFCカ ー ド斡旋 201 人

ジェフグルメカー ド斡旋 332人

花とみどり商品券斡旋 48人

山古志闘牛入場料前売斡旋補助 11人

妙高サンシャインランド引換券 24人

春・夏宿泊応援キャンペーン補助 40人

上越文化会館チケッ ト斡旋 138人

糸魚川市民会館チケット斡旋 30人

Tenyテ レビ新潟チケット斡旋 155人

キヨー ドー北陸チケット斡旋 20人

FOB企画チケット斡旋 27人

KOKK他チケッ ト斡旋 19人

ポップサーカス新潟公演 2025 19人

スキー・ゴンドラ早割券斡旋 139人

全福市場お取 り寄せ企画 24人

ユニオン商品斡旋 (カ レー、麺類他 ) 185人

新春お年玉プレゼント企画 55人

IPサプライズ企画 (CCCグループ商品券) 10人

△
計 23,876人
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④ 上記事業を周知するための事業

当法人の周知及び会員の増加を図るため、実施事業等の情報提供として、会報誌を年間 3回発

行しました。さらにホームページでは新着情報をリアルタイムに掲載し、情報提供しました。

1.広報誌の発行

・令和 7年 6月 3日
・令和 7年 10月 7日
・令和 8年 3月 10日

や

や

や

ち

ち

ち

′
ヽ

′
ヽ

′
ヽ

さ

さ

さ /.2 = :,* 7

151号 7,500部
152号 7,500部

号 外 7,500部
※年間を通してタイムリーなイベント情報を、随時ホームページで周知募集しています。

2.会員拡大キャンペーン等知名度拡大活動

・上越地域広域化によるエリア拡大宣伝パンフレットを上越市・妙高市・糸魚川市の商工

会議所及び商工会に配布依頼
・上越タイムスヘ依頼し、紙面広告及び元旦年始広告 (令和 8年元旦)
・上越ケーブルビジョンヘ依頼し、コミュニティチャンネル・ェフエムラジオにより上越

市、妙高市、糸魚川市で放送
・長田広告へ依頼し、上越市 8号線三ツ屋交差点電子広告及び上越市役所内モニター広告

⑤ 会議等の報告
1.理事会

2,評議員会

(2)ワークパル上越管理運営事業

施設の設置目的や公共性を理解、尊重し、サービスの向上と施設の適切な管理運営のため経費

の削減、安全性の確保に努めました。

広報上越や地域新聞、ケーブルビジョン等の地元報道機関を活用し施設のPRを行いました。
中小企業勤労者及び上越地域住民の健康づくりや豊かな人間形成に寄与することを目的とし

て「マィチャレンジ講座」の開催や受講生の成果発表の場としてクリスマスコンサー ト、作品展

等の事業を実施しました。また、多目的ホールの空き時間を利用し社交ダンスパーティーを年間

6回開催しました。講座終了後の受講生主体のサークル活動を可能な限り協力し支援しました。

開催年月日 会 議 内 容

① 令和 7年 5月 15日
・令和 6年度事業報告及び収支決算の承認について
・令和 7年度定時評議員の招集について

② 令和 7年 11月 5日 ・令和 7年度上半期事業報告及び収支の中間報告について

③ 令和 8年 3月 6日
・令和 8年度事業計画及び収支予算の承認について
・令和 7年度臨時評議員会の招集について

開催年月日 会 議 内 容

① 令和 7年 6月 2日
.令和 6年度事業報告及び収支決算の承認について
・理事及び評議員の選任について

② 令和8年 3月 25日
・令和 8年度事業計画及び収支予算の承認について
・評議員の選任について

12



① イベント事業

② マイチャレンジ講座

イベン ト名 開催期間 参加者

9'), zr:*7 -, - 5月 ～3月 (年 6回 ) 287人

受講生作品展 10/25～ 11/10 969人

点描アー ト 12/5 5人

クリスマスコンサー ト 12/7 136人

〈
日

一〓
， 1,397人

講 座 名 回 数 延べ参加者数

シニアヨガス トレッチ 4月 ～ 12月 22回 492人

はじめてのオカリナ 4月 ～ 12月 14回 103人

若みせ筋 トレ 4月 ～ 12月 22回 223人

パン作 り (2講座 ) 4月 ～ 12月 22回 308人

美姿勢エアロ (月 ) 4月 ～ 12月 22回 441人

太極拳 4月 ～12月 22回 514人

米粉パン作り 4月 ～ 12月 11回 109人

リズム筋 トレ・ス トレッチ 4月 ～12月 221コ 504人

バ レトン 4月 ～ 12月 22回 264人

茶道裏千家 4月 ～ 12月 14回 56人

フラダンス 4月 ～12月 22回 330人

健康美体操 (A) 4月 ～ 12月 22回 506人

編み物 4月 ～ 12月 14回 147人

日常英会話 (初級 ) 4月 ～ 11月 18回 280人

健康美体操 (3) 4月 ～ 12月 22回 374人

機能アップ筋 トレ 4月 ～ 12月 22回 395人

ペン字 (2講座 ) 4月 ～ 12月 28回 224人

基本料理 4月 ～ 12月 8回 85人

和装帯結び (前 ) 4月 ～ 7月 6回 36人

手ぶ らで着付け (後 ) 9月 ～ 12月 6回 30人

開催期間

13



講 座 名 開催期間 延べ参加者数

リラクゼーション・ストレッチ 4月 ～ 12月 22回 429人

美姿勢エアロ (木 ) 4月 ～ 12月 22回 418人

水墨画 14回 98人

健康美体操 (木 ) 4月 ～ 12月 221111 474人

生け花古流 4月 ～ 12月 10回 125人

水彩画 4月 ～ 12月 14回 217人

コーラス 4月 ～ 12月 14回 3四 人

シエア リズム体操 4月 ～ 12月 22回 286人

コンディショニング・ピラティス 4月 ～ 12月 422人

季節のやさい料理 4月 ～ 7月 4回 24人

手ぶらで着付け (前 ) 4月 へ́ 7月 6回 18人

和装帯結び (後 ) 9月 ～ 11月 6同 30人

はじめての茶道 5月 1回 2人

初夏の会席料理 6月 1回 5人

ゆかた着付け 7月 1回 10人

魚のさばき方 11月 1回 12人

クリスマスパン (昼 ) 12月 1回 12人

クリスマスパン (夜 ) 12月 1回 12人

おもてなし料理 12月 1回 12人

お正月生け花 12月 1回 14人

シフォンケーキ教室 1月 1回 18人

講座体験会 夏季 (5講座 ) 8月 5回 48人

講座体験会 冬季 (12講座 ) 1月 11回 127人

ソフ トヨガ体験会 12月 1回 7人

茶道・着付け体験会 3月 1回 22人

′ヽ

計 5661二l 8,592ノ、、

回 数

4月 ～ 12月

22回
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2.収益事業

(1)収益事業

① ワークパル上越施設貸与事業

指定管理者として長年培ってきた経験と実績、また施設利用者との信頼関係を活かし適切か

つ効率的な運営に努め、中小企業勤労者及び上越地域住民や、市内外の団体及び民間企業等に

施設を貸与しました。

令和 6年度は外装工事のため 2か月間閉館 しましたが、令和 7年度は順調に回復し、年間利

用者数 54,790人、施設利用料 7,057,410円 と利用者、施設利用料共に増加 しました。

施設の環境作りやインターネットでの予約システムを活用し、利用者の利便性を図り利用率

の向上に努めました。尚、更なる利便性を図るため、施設の予約開始日を利用の 2か月前から

を 6か月前と延長し、施設利用者の利用促進に努めてまいりました。利用料の支払いの際には

PayPa y払 いやコンビニ支払などを併用し、サービスの向上に努めました。

施 設 名
令和 6年度 令和 7年度

利用料 利用人数 利用料 利用人数

多目的ホール 1,659,680円 16,613人 1,713,920円 17,289人

調理実習室 99,000円 980ノ、 64,500円 1,278人

コ ミユニケ~シ ヨンルーム 481,110[月 2,523人 3,341人

視聴党室 1,067,490円 6,851ノ、 1,380,120円 8,504人

教養文化室 407,790円 831人 564人

第 1サークルルーム 713,840円 5,772人 850,190円 7,283人

第 2・ 3サークルルーム 498,000円 2,549人 619,360円 3,105人

第一会議室 336,480円 2,282人 503,370円 2,963人

第二会議室 837,120円 6,261人 892,170円 7,585人

情報コーナー等 2,388人 2,878人

合計 6,100,510円 47,050人 7,057,410円 54,790ノ、

720,870円

312,910円
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(2)そ の他の事業 (相互扶助等事業)

① 慶弔給付に関する事業

中小企業で働く勤労者が不慮の事故又は人生の節目に際し、中小企業勤労者の相互扶助の

精神に基づき、死亡弔慰金、結婚祝金及び勤続祝金等の慶弔金を事業所指定口座に支給を行

いました。

勤続・還暦・銀婚・就学祝金、住宅災害保険金については、「全福ネット慶弔共済保険」加

入し会員 1人月額 135円を月掛けしていますので共済給付金収入より自動給付しています。

給付種類
令和 6年度 令和 7年度

件 数 給付額 件  数 給付額

結婚祝金 69件 690,000円 66件 660,0001月

出生祝金 104件 1,040,000円 104件 1,040,000円

還暦祝金 164件 1,148,000円 132件 924,000円

勤続祝金

満 10年 205イ牛 1,025,000円 173イ牛 865,000円

満 15年 160件 1,600,000円 156件 1,560,000円

満 20年 154件 l,540,000円 157イ牛 1,570,000円

満 25年 158件 1,580,000円 130件 1,300,000円

r`商 30年 1381イ牛 1,380,000円 113件 1,130,000「]

満 35年 66件 660,000円 77イ牛 770,000円

満 40年 54件 540,000円 47件 470,000円

銀婚祝金 123件 1,230,000円 137件 1,370,000円

就学祝金 416件 2,080,000円 404イ牛 2,020,000円

傷病休業見舞金 94件 810,000円 96件 810,000円

住宅災害保険金 9件 56,000円 4件 138,000円

死亡弔慰金

△ 昌

=只
10件 300,000円 9件 270,000円

配偶者 8件 120,000円 6件 90,000円

一親等家族 271件 2,710,000円 242イ牛 2,420,000円

ノヽ 二■
に, pl 2,203 I+ 18,509,000円 2,053イ牛 17,407,000円
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令和 7年度

財
_」L
―‐
■ ^^

7て

(令和 7年 4月 1日 から令和 8年 3月 31日 )

公益財団法人上越勤労者福祉サービスセンター

二 ‐
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口4ヨ
マス′

Zグ)
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貸 借 対 照 表

令和 8年 3月 31日 現在

円 )

増 減前年度当年度科   目

▲ 153,880

▲ 37,446

▲ 754.364

422.729

215,201

32.800

587,342

825,600

79,620

15,42:,460

108.846

8.585.324

6.501.890

225,400

88.000

5,803.804

490.200

0

15.267.580

71,400

7.830,960

6,924,619

440.601

120,800

6.391,146

1,315,800

79.620
1.371.48221.803.46423.1フ 4,946

112.200,000112.200,000
112.200,000112.200,000

91.000.00091.000,000

91.000.00091.000.000

0

▲ 2,772,000
ｎ
）

ｎ
ｕ

Ｕ^

（υ

▲

13.860.000

▲ 231,000

702.900

」ヽ 140.580

2.575,000

149.968

13,860,000

」L3.003.000
702,900

▲ 281.160

2.575,000

149.968
▲ 2,912,58016.916.28814.003,708
▲ 2.912.580220.116.288217,203,708
▲ 1.541.098241 919.752240,378,654

574.244

▲ 54.814
▲ 29.600

109,300

18,600

1,157.020

▲ 1.135,019

▲ 57,169

▲ 1,077.850

0

1.565.250

2.862.100

90,400

759.100

70.000

6.548.060

1.632,232

336.982

1,295.250

2,21生望L

2.139,494

2.807.286

60,800

868,400
88,600

7,705.080

497.213

279,813

217,400

2,214,960
639,73115,742.10216.381.833

▲ 2.214,9608,675,2606.460.300

“

L2.214,9608,675,2606.460,300
▲  1.575.22924,417.36222,842.133

・
４217.502,390

112.200.000)
91.000,000)

217.536.521

112.200,000)
91.∞p.000)

34.131217.502.39021z.536521
▲ 1.541.098241,919.752240二旦:Z].654

1.流動資産
現金預金

:[[菫 i露貨営恩ξ庫
未収会費
未収金
前払金
立替金
流動資産合計
2.固定資産
(1)基本財産   _
基本財産積立預金

基本財産合計
(2)特定資産
運営安定積立資産

特定資産合計
(3'その他固定資産

1サ :三灸憂塵滅価償却累計額

`ζ

:ζ王子減価償却累計額
出資金

そ場璃饒産合計
固定資産合計

資産合計
Ⅱ 負債の部
1.流動負債
未払金            |
未払費用           |
会費遺付           |
未払消費税等         |
未払法人税等
前受金

理II塞保険料預り金
その他預り金
リース債務          |
流動負債合計         |
2.固定負債           |
リース債務          |
固定負債合計         |
負債合計           |

Ⅲ 正味財産の部          |
1.指定正味財産         |・
婚矩正味財産合計       |
2-般 正味財産   _¨ ^…    |
(うち基本財産への充1墾|   |
(うち特定資産への充当破)  |
正味財産合計 ._…      |
負債及び正味財産合量____」

I の
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正味財産増減計算書

令和 フ年 4月 1日 から令和 8年 3月 31日 まで

(単位 :円 )

科 目 当年度 前年度 増 減

正 員刀う西百]百i蔵あ部

(2)経常費用

事業費
役員報酬
給料手当

福利厚生費
臨時雇賃金

主催事業費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
減価償却費

消耗什器備品費

消耗品費
修繕費
印刷製本費

燃料費
光熱水費

使用料及び賃借料
保険料
委託費
租税公課
支払負担金

支払手数料
広告宣伝費
支払助成金

慶弔給付金

慶弔給付掛金

雑費

I

1.経常増減の部
(1)経常収益
基本財産運用益
基本財産受取利息

特定資産運用益

特定資産受取利息

受取会費
事業掛金負担者掛金

事業収益

慶弔給付事業収益

共済給付金収益
サービスセンター事業収益

事業参加者負担金収益

斡旋事業事務手数料収益

広告料収益
ワークパル上越事業収益

施設利用料収益
ワークパル事業参加者負担金収益

講座受講料収益

受取補助金等
上越市指定管理委託料

諸収益

諸収益

雑収益
経常収益計

665,570
665,570
108,500
108.500

65,595.200

65,595.200
29,837.030
12,117,000

12,117.000

3,494.270

2.275,900

353,350
865,020
14.225,760

7.057.410

86,100
7.082.250

18.189,772

18.189,772

423.415

423.415
423.415

653.244
653.244

69,684
69,684
65,800.800
65,800,800

27.885.460

12,839,000

12.839,000

2.327.600

1,125,250

323.215
879,135
12,718.860

6.100.510

0

6.618.350

18.809.000

18,809,000

347,696
347.696

347,696

12.326

12,326

38,816

38,316

▲ 205,600
▲ 205,600

1,951.570

▲ 722.000

」L722.000
1,166.670

1.150,650

30.135

▲ 14,115

1,506,900

956.900

86.100

463,900
▲ 619、 228
▲ 619,228
75.719

75,719

75,719

114,819,487 113.565.884 1,253,603

111.979,857
3,681,600

14,124.453

4.501,384

3,354.650

9.275,469

68.592
261.384

1.259,462

2,796,078

72,200

515.438
222,024

1,157.246

60.186
7.399,430

2,727.016

112,722
5,468,742

1.646.920

148.416

1,147.946

1.072,896

22.507.600
17,407.000

10,990,485

518

110,724.556

3.681.600

16,779.035

4,953,526

3.059.578

7,707,490

50,254
113.106
1,104,704

2.054,766

0

860,346
187.862

1,099,718

90.656
6.733,726

2,880,832

179.990

3.953,918

1.556,820

164,654

1.162.192

1,188,008

21,620,980

18.509,000

11,031.795

0

1.255,301

0

▲ 2.654.582

▲ 452,142
295,072

1.567,979

18,338

148,278

154,758

741,312

72.200

」L344,908
34.162

57.528

▲ 30,470

665,704
▲ 153,816

▲ 67,268

1,514,824

90.100
▲ 16.238

」l、 14.246

▲ 115,112

886.620
▲ 1,102.000

▲ 41,310
518
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正味財産増減計算書

令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月 31日まで

(単位 :円 )

科   目 当年度 前年度 増 減

「 ―

~

1   役員報酬
1   給料手当
1   福利厚生費
1   会議費
1   旅費交通費
通信運搬費
減価償却費
什器備品費
消耗品費

1   修繕費
1   印刷製本費
1   燃料費
1   光熱水費
使用料及び賃借料

保険料
委託費
支払負担金
支払手数料
広告宣伝費
雑費
経常費用計
当期経常増減額

2.経常外増減の部
(1)経常外収益

経常外収益計

(2)経常外費用
経常外費用計         |
当期経常外増減額

税引前当期一般正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高    |
一般正味財産期末残高    |

Ⅱ 指定正味財産増減の部         |
当期指定正味財産増減額   |
指定正味財産期首残高    |
指定正味財産期末残高    |

Ⅲ 正味財産期末残宣____________」

2,716.899

920,400

588,520

187.557

2.857

10.890

52.476

116.502

3,007

21,475

9,251

48.217

2.508

308.309

113,627

4,698

22フ,863

6.184

47.832

44,704

22

2,735,283

920.400
699,126
206,396

2,093

4,714

46,028

85,614
0

35,848

7,828

45.822

3,776

280,572

120.034

7.500

164,745

6.861

48,425

49,501

0

▲ 18.384
0

▲ 110.606
▲ 18,839

764
6,1フ 6

6,448

30,888
3,007

“

L 14,373

1,423

2.395

▲ 1,268

27,73フ

▲ 6,407

▲ 2,802

63,118
▲ 67フ

▲ 593
▲ 4.797

22

114.696.756 113.459,839 1.236.917

122,731 106.045 16.686

ｎ

）

ｎ

）

122,731 106.045 16,686

88.600 70.000 18,600

34.131 36.045 ▲ 1,914

217.502,390 217.466.345 36.045

217.536.521 217.502,390 34.131

ｎ

）

217.536.521 217.5()2,390 34.131
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令和7年度正味財産増減計算書内訳表

令和7年 4月 1日 から令和8年 3月 31日 まで

公査目的事業会計
法人会:+ 合 :‐

他 1 小B十共通 小 計公 1 をヽ2
,1 日

: ―毅正味財産増減の部

1経常増減の部

(1)経 常収益
665.570665.570665.570基本財産運用奎

366.5,0065.570665.570

=本
財産受取利息

103.5(X)100.500103.5001,定′r費用益
108.500,03.500108.500特定資患受取利息

3.2,9.760 65.595.20026.238.000 26.233.03036.0,7.06036.077.360受取会貫

65.595.2000.279.,6026.200.000 26.230.0308607736036.077.360事業掛金負担者掛金

29.337.0307.057.4,0 12.117.000 19.174.410lo.sS2.6203.494.270 7.163.350事ス収益
12.117.00012.117.000 12.1:7.000慶弔綸付事業収益

12.117.00012.117.00012.117.000共所給付金収益
3.494.2'03.494.2703.494.270サービスセンター事業収益
2.275.9002.275.9002.2,6.900事業,加者負担會収益
350.050353.350353.050輸旋軍来事務手数十1収益
865.020865.020865020広告料収益
14.225.7607.05'.410 7.057.4107.168.3507.163.350ワークパル上越●彙収益
7.057.4107.057.4,0 7.057.410

施設利用料収益
86.:0036.10086.100事業多加者負担金収螢
7.082.2507.082250 7.032.2b0|:,1,… |■

18.109.77218.,3977218.189.772

,318977218.189.77213.189.772上越市指定管理委託金
423.4,5423.415232.674190'41ヽ根姜
423.4,S420.415232.6'4190.741ヽ■ス査

3.279.760 11`.8,9.49733.356.080 45.412.4907057.41025.590.796 63.127.23740536.441経常収益計

(2)経常費用
11'.979.8576225.016 30.034.132 40.169.,48ワ1.820.70924.358.60(47.462.109

3.681.6003.68,.6001.840.30(D1.840.800

14.124.4531 912686 3.531.:131.618.42'10.593.3406.296.6'0 5.296.6,0給料手当
3.354.650600.800 600.0062.750.8141.075.4071.075.407臨時層資金
4.501.384562.673 1.125.3463.376.033 502.6,31.638.0191.638.01911利 厚生書

9.275.4699.275.4095.454.409 3821.000主催●■■
68.5928.574 3.574 17.14351.44425.72225.722会議質

261.38432.6,3 65.34632.67398.019 196.03898.019旅費交通費

1.259462157.433 314.866157.433944596472.298 4,2.298

2.796.078699.020349.510 049.3,02.097.0531.043.029 1.048.529減価償却費

72.2009.025 ,.025 13.0505416027.07527.075,H耗什器備品費
515.40004.430 128.860386.571 64.430190.239 193.289,H耗品費
222.02427.750 27.753 55.606166.51883.269 80.259

l.157246144.656 144.656 289.312867.934430967430.967

60,867523 15.046752322.570 4514022.570熔‖費

7.399.430924929 l B49.853924.9296.549.5,22.774.786 2.774.730力摯水☆
2.727.016031.754340.8,7 040.8,72.045.2621.022.601 1.022.601使用″

'及

び賃惜‖
112.722,4.090 14.090 28.1803454242.271 42.271

5.468742630693 1.367.1864.101.556 6305932.050.7,32.050.778

1.646920373.7921.268.128 378.792I.152.344115.284粗税公課
14341610.552 37.10413.65255.656 111.31255.656支払■lB金
1.147.946143403 143493 286.986860.960400.480 400.480支払手数料

1.072.896134.112 134,12 268224804672402.336 402.336

22.607.60022.50'.60022.507.600支払助成金
17.407.00017.407.000 17.407.000慶弔給 1・1金
10.99048510.990.435 10.990.4050慶弔給付掛金
51365 100338 65194 0194雑 費

収 1
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令和7年度正味財産増減計算書内訳表

令和7年 4月 1日 から令和 8年 3月 31日 まで

収益事業等会 B十公益目的,集会:|
合:|

他 1 小1+
法人会計

小

"
収 1クヽ 1 公 2 共饉

科  日

2.,16899 2716.899
管理費

920.400920.400
役,■

“ 580.520503520
給料手当

嗜,tr資金
187557 137.567

,=奉 1厚生費

2357 2857
余:"費

10.39010890
旅費交通費

52476 52476
通13運 搬費

116.502 !16.502
減価tr却費

3.00,3.007
消耗 i十器 t出品景

21.47521.475
消耗品費

0.251 9251

48.21, 43.21'
印刷製本費

2.503 2.503
´‖,

008309 303.009
光熱水貫

113.627
`10.62,使用料及び賃借料

4.698 4698
`メ
積 11

227.863 227.863
委託,

6.1846.184
支払負担金

47.332 4,332
支払手数*1

44.704 44.704
広告宣伝贅

22 22
難賛

2.716.899 114.696.76603.904.102 40.159.i48′1.320.709 6.225.01647.462.109 24.368.600経常費用:十

122.7314.420.948 5.253.342 662.861△ 6.693.472 832.3941.232.196△ 6.925.668当期経常増減額

2経常外増減の部
(1)経常外収益

経常外収益計

(2)経 常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

6.253.342 56286, 122,01832.394 4.420.943△ 5.698.472△ 6.925.618 1.232.190電会:・■●m当期 般止腋財●嗜減
“ △ 2.139494△ 340.680 △ 1.798.3142139.4942.lo9.494地会:+猥替額

3.113048 562.861 122.701491.714 2.622134△ 3.553.978△ 0.925.660 1.232.196 2.139.494税31前 当期―崚 T味財産増減額

886008860088600
,去人税、住民税及び事業税

34.1013.025.248 662.861△ 3.653.978 400114 2.6221342139.494△ 6.925.660 1.232.196当期一般正味財庄増減額

32.111.133 |,254220 217.5023909.150.930 22.960.:97196.499 182 104.,37.037△
'0.896.,15

11 504.5,0一般正蛛財産期首残高

51.317.081 217.506.52'25.532.331 05.136.38〔100.583.059 9554050,2.,66.'66 198.638.676△ 80.322.380一般正味財産期期末残高

Π ,旨定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減級

指定正味財座期首残高

指定正味財産期末残高

217.536.52135136.331 51.317.081130.580.059 9.554.050198.638.676△ 80.322.383 12766.766Ш 正味財走期末残高 25.582.391
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財産目録

令和 8年 3月 31日 現在

(単位 :円 )

■ 対 日 壼 科 目 場所・物■● 使用目0,等 金  ロ

流動資産 )

現金

預金

未収会■

未収金

前払金

立薔金

手元保管

=邊
預金 第四北lB菫行

高田営彙都 2110934

■通預金 上越信用金1●

はれまち支店 0,03509

書通預金 新′田県労働全庫

高田支店 187'∞ 4

1月 から3月 末日の大会者

からの未収会費

慶弔給付金

上越市産集政策採

指定管理料●■利益金

paypay未 決済宇

自動販売籠投菫‖●

(有 )田 中飲軒他 1件

他会計撮薔凛

金券斡旋分

■賃料
loォービックピ′ネスコンサルタント

所得税年末口整未済金

マスク斡旋分

ヮークパル上越利用料・講座曼口‖(窓 ロ

分)
運転資金として

遭転資金として

運転資金として

0彙に供する会■の未収金

慶弔給付事業に供している

公益事彙に供する未収金

事葉に供する未収金

事彙に供する未収全

収益事業●からの薇入金

令和8年度金券韓掟前払金

令和8年度給与ソフト保守料前払金

71.4(】 D

7.830.9601

6,024,6191

440.601

120.800

3.425.0001

426,7721

281.590

118,290

2.139,494

1.202.500

113.300

78.020

1.600

:雨顧 雇
~否
「
]:, 23.174.946

て面雇贅甦 )

=本
財産

特定資産

その他固定資産

電話加入権

定期預金

定期預金

定期H金

満期保有目的(地方債)

定期預金

定期預金

定期預金

定期預金

定期預金

定期預金

濱期保有目的(地方償)

リース責産

リース資産減価償却果計額

ソフトウエア

ソフトウエア減価償却R針
饉
出資金

第四北餞銀行商田宮業部
76295
上越信用金庫はれまち支

店
上越信用金庫はれまち支

店
SMBC日興証券

第四北越銀行商田営彙都
79295

第四北越銀行商田言葉部
76215

第四北鶴銀行高田営業部
76295
上越信用金庫はれまち支

店
新潟県労働金庫高日支店
4(“94Ю

新澤県労働金庫高田支店

4X5838
SMBC日 興肛,

NX・ TCリース&フアイナン
スレじ/は)BSNア イネット

オリジナルWEB
cM勁面制作費

公益目的保有財産であり運用姜を公益目的

事業及び管理業務の財源としている

同 上

公●、収益、他及び管理共有の資産である

公●、収益、他及び管理共有の資産である

公姜目的保有財産であり菫用養を公●目的

事業及び管理彙積の財
=と
している

同 上

同 上

向 上

同 上

同 上

同 上

同 上

向 上

公益、収益、他及び管理共有の資産である

公益、他及び管理業務共有の■産である

1,000,000

1.200.000

10,000,000

100.000,000

10,000,000

3.000,()00

2,OCЮ .(X30

0.000,000

7.(X)0.000

10.000,000

50.000,000

13.860.000

▲ 3.003,0(Ю

702.900

▲ 28:.160

2.565.(X)0

10,(X)0

149.968

固定賓産否計 217.203.708

~爾
薩否評 240.378.654

新潟県労働金庫富田支店
2565ロ

友愛共済協同組合
5ロ

23



財産目録

令和 8年 3月 31日 現在

(単位 :円 )

= "薦
表科目 百扁T百■● 使用目的等 金 |ロ

流勁負債 )

未払金

未払費用

会費選付

来払消費被等

未払法人税●

前受金

預り金

リース債務

他会計薇替高

各利用者補助

●■中退共掛金

伊藤忠ェネクス

"東
北電力

上越年金●薔所

グローカルマーケテイング椰

"上
趙タイムス社

mサニクリーン上鶴

漱BSNアイネット

長田広告欄

佐川急便枷

日本

“

便口

第四北越銀行商田営彙部

上越市シルバー人材セン

ター
ミカタ税理士法人

その他0万円未満10件

1月から3月末日の退会者
への会費還付
高田税務署

上ig'E重振興局.■越市

利用者

利用者

社会保険料猥り金

●■
社会保嫁料預り金

腱員
会員

NX・ TCリース●フアイナン
スい/口 BSNアイ杢2L_

公益目的率彙への線出金

公査目的事業に係る利用補助専

公姜、収奎、他及び管理に優る掛金

公益、収査、他及び管理に係る電気料

公益、収奎、他及び管理に係る社会保険料

公益、収益、他及び管理に僚る研修費用

公盤、収益、他及び■■に係る利用|1助券

冊子
公姜、収螢、他及び管理に係るホール内漬

掃
公益、収益、他及び管理に係る福祉共済シ
ステム保守‖
公盤、収益、他及び管理に係る広告費用●

公盤、収奎、他及び管理に係る配送料

公菫、収査、他及び管理に係る郵便料

公姜、収益、他及び管理に係る振込料

公益、収姜、他及び管理に係る

夜間受付、日常清掃
公菫、収姜、他及び管理に係る顧問料

公養.収奎、他及び●理に僚る未払金

事業に供する会■の選付金

公益目的、収盤共有の消費税等

|

1収笙事彙に対する法人税専

1令驚■年度口壼曼口

“

●

|ワークパル上

“

利用

“

●

1社会保険料預り金

1雇用保険‖薇り金

|チヶット代

1令和8年慶洒済分

2.139,4041

1.196.700

80,340

317.0フ 2

216.354

165,000

165.000

84,700

60.500

72,050

63.063

56.492

7フ.055

118.438

38.5()01

95.4221

60,8001

868.4()0

88.600

7.281.3()0

423,780

161.630

118.17フ

217.4()0

2.214,960

而所■債合計 16.381.833

|リ ース債務 NX・ TCリースこファイナン
ス0/鮨 BSNアイネツト

公益.収益、他及び管理共有の負債である

35ヶ月/00ケ 月分
6.460.300

面更百預蕊 + 6,460.300

■債合計 22.842.133

――r頭所蔵 217.536.521
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L」LL」L匡塾L二重ゴLエ
令和 8年 3月 0:日 現在

重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

洒期保有目的の債権・・・僣別法に基づく原価法で行つている。

償却原価法については、重要性がないため適用していない.

(2)棚卸資産の評価基準及び諄価方法

対象となる棚卸責産がないため、評価基準及び解価方法については適用し
ていない。

(3)固定資産の減価償却の方法

(D有形固定資産(リース資産を除く)・・・定率法で行っている。

なお、取得価額が10万円以上30万円未満の減価償却資産については、少傾減価償
却貴産の特例を適用し、

取10時において全額損金 (費用)処理をしている。

②無形固定資産 (リース資産を除く)・・・ソフトウエアについては、定領法を採
用している。

③リース資産・・・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリ
ース資度は、

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。

(4)リース取引の処理方法

リース物件の所有権が僣主に移転すると認められるもの以外のファィナン
ス・リース取引については、

会計処理によつている。但し、■要性の乏しいものについては、賃貸取引
に準じている。

(5)消費税等の会計処理方法

税込み処理によつている。

2基本財産及び特定責産の増減額及びその残高
基本財産及び特定責産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

4補 助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

fiTEBAI
tf Brlflt(Itt E&UffiEIEoErs)rt.rfifiH l:f,t'f6EElo2.Itffit&dfitErEott A

D.6+a* EftfrL< t> 5tzrt ffrt 6"

当期末残高当期減少額当期増加額前期末残高科 目

112.200.000l r2.200,000
壼

1,2.200,000112.200.00Q′』ヽ:十

91.000.00091.000.000
9LO∞.00Q91.00(D.000′1ヽ 1+
203.200.000203.200.000イ螢:十

〈うち贄崚に対応す
る● )

(うち―餃I味財産
が らの i当

“

)

(うち指定F味財産
0ヽらの理 m_当期末残高科 日

112.200.000112.200.000
112.200.01)0112.2QQ,2QQ

4ヽ |+

91000‐ 02291.000,000
91.000.00091.QQQ.000′1ヽ言十
203.200.000203.20o.QQ`:とら8+

貸借対照表上の

紀駆 分  __当期減少額当期増加額11期末残高交付者補助金等の名称
一般正味財産18.130.77213.189.772

18.180.7,218.189.772

3基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

特定責燿
●■●,■ ,■●

甚本財産
二六け●綸立種金

指定管理料

合 計
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監 査 報 告 書

公益財団法人 上越勤労者福祉サービスセンター

理事長 羽深 浩一  様

私たち監事は、今和 7年度 (令和 7年 4月 1日 から令和 8年 3月 31日 )の理事の職務の

執行、事業報告及び計算書類等について監査を行い、下記のとおり報告いたします。

1 監査の方法及びその内容

(1) 会計監査について、関係書類の関覧など必要と思われる監査手続きを用いて、貸借

対照表、正味財産増減計算書、貸借対照表及び正味財産増減計算書の付属明細書、財

産目録の正確性を調査しました。

(2) 業務監査について、理事会に出席し、理事から業務の報告を聴取し、関係書類の関

覧など必要と思われる監査手続きを用いて業務執行の妥当性を調査しました。

2 監査意見

監査の結果、計算関係書類が当法人の財産及び損益の状況を適正に表示していること、

事業報告が法令及び定款に従い当法人の状況を正しく示していること、並びに理事の職

務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に達反する重大な事実が無かったこ

とを認めます。

令和 8年 5月 8日

公益財団法人上越勤労者福祉サービスセンター
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令和８年度 事業計画 
 

１ 事業目的 

大企業と中小企業の間にある福利厚生面での格差を解消するため、上越地域の中小企業の事

業主とそこに勤務する勤労者並びにその家族及び上越地域住民（以下「中小企業勤労者」とい

う。）に対して、事業所単独では実施が困難な総合的な福祉事業を行うことにより、中小企業勤労

者の福祉の向上及び中小企業の振興を図るとともに、地域社会の活性化に寄与することを目的と

しています。 

 

２ 会員拡大と広域化の推進 

平成 8年設立以来 30周年の節目を迎えました。 

上越市・妙高市・糸魚川市の広域化が実現し 5 年経過しましたが、会員拡大には至っていませ

んので、今年度はグローカルマーケティング株式会社と提携しコンサルタントとともに更なる会員獲

得のため営業戦略構築プロジェクトを進めます。また、会員のメリットを高めるため新企画や 30周年

記念事業等を行い、退会防止、新規入会につながるように努めます。   

従いまして、令和 8年度末目標数を 1,000事業所、会員 7,200人とします。 

 

３ 事業 

１. 公益目的事業 

（１）中小企業勤労者の福利厚生に関する事業 

① 中小企業勤労者の生活の安定及び財産形成に関する事業 

上越地域の中小企業勤労者が充実した生活を送るための生涯生活設計やライフサイク

ルに対応した貯蓄や住宅取得等の財産形成計画について､ファイナンシャルプランナー

等の協力を得て、情報提供します。 

② 中小企業勤労者の健康の維持増進に関する事業 

上越地域の中小企業勤労者の健康の保持を支援するため、人間ドック、生活習慣病予

防検診及び労働衛生法の定めにより事業主が行う定期健康診断やインフルエンザ予防接

種等を受診した場合の費用やスポーツ施設等を利用する場合の受講料の一部助成を行

います。 

③ 中小企業勤労者の自己啓発及び余暇活動に関する事業 

上越地域の中小企業勤労者の文化や教養の普及・向上を支援するため、自己啓発に

関する情報を提供します。個人旅行での提携宿泊施設、旅行会社の利用や日帰り入浴施

設の利用、映画鑑賞、ゴルフ場、上越市水族館うみがたりの利用等に利用券を発行し、周

知と参加を募ります。今年度より利用補助券を使えないインターネット申込による宿泊につ

いても代金の一部を補助する事業を行います。上越地域をはじめ県内や信越北陸圏内の

観劇やコンサートの情報をホームページより配信し、参加を募ります。また、納涼会を開催

し、事業所や会員の交流の場を提供します。事業については大勢の会員から利用いただ

けるようにイベント内容等を早期に告知し実施します。 
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④ 上記事業を周知するための広報事業 

当法人の周知及び会員の増加を図るため、実施事業等の情報提供として、会報誌を年

間 2回会員全員に、号外として事業所に年に数回発行します。 

ホームページにより不特定かつ多数の方が閲覧できるよう会報誌の新着情報をリアルタ

イムに掲載し、情報提供します。当センターの知名度向上のため引き続き上越市役所内

モニター広告、新聞広告等を配信し、センターの事業内容の周知や新規会員獲得に努め

ます。情報媒体に企業広告を掲載し、安定的な財源確保を目指します。 

                  

（２）ワークパル上越管理運営事業 

① 施設管理事業 

施設の設置目的や施設の公共性を理解、尊重し、勤労者の平等な利用、サービスの向

上と施設の適切な管理運営、経費の削減、安全性の確保、衛生面等の向上を図り利用者

が安心して快適に利用できるように努めます。また、上越広報や新聞、ケーブルテレビ、Ｆ

Ｍ放送等の地元報道機関を活用し施設のＰＲに努めます。 

② 自主事業 

中小企業勤労者及び上越地域住民の健康づくりや豊かな人間形成に寄与することを

目的として、当法人が主催する「マイチャレンジ講座」を実施しインターネット申込みを活用

し広く受講生を募ります。また、講座受講生の発表の場として、受講生作品展や茶会、クリ

スマスコンサート等のイベントや次年度に向けて「マイチャレンジ講座」のＰRのため講座体

験会等を開催します。多目的ホールの空き時間を利用し社交ダンス愛好者に利用の場を

提供します。 

 

２. 収益事業等 

（１）収益事業 

① ワークパル上越施設貸与事業 

指定管理者として長年培ってきた経験と実績、施設利用者との信頼関係を活かし適切

かつ効率的な運営や施設の環境作りに努めます。中小企業勤労者及び上越地域住民ま

た市内外の団体及び民間企業等に施設を貸与し、安心して気持ちよく利用できるように努

めます。当施設は高速道路も近く立地条件を活かし幅広く PR し知名度向上に努めます。 

また、上越市の新予約システムを活用し、利用者のさらなる利便性を図るとともに利用率

の向上に努めます。予約開始日を利用の 6 ケ月前と設定し施設利用者の利用促進に努

めます。 

 

（２）その他の事業（相互扶助等事業） 

① 中小企業勤労者の慶弔給付に関する事業 

中小企業で働く勤労者が不慮の事故又は人生の節目に際し、中小企業勤労者の相互

扶助の精神に基づき、死亡弔慰金、結婚祝金及び勤続祝金等の慶弔金の支給や近年、

地震や火災等の自然災害が増加しているので住宅災害保険金の支給等、相互扶助事業

の充実に努めます。就学祝金、勤続祝金、銀婚祝金、還暦祝金は自動給付を行っていま

す。結婚や出生、古希、喜寿の記念に記念品の贈呈を継続し、新たに、会員の誕生月に

抽選でバースディープレゼントを贈呈する事業を実施します。 
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（単位：円）

科　　　　目
Ⅰ  一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　(１) 経常収益
　　　　基本財産運用益 [  680,000 ] [  656,000 ] [  24,000 ]
　　　　　基本財産受取利息  680,000  656,000  24,000
　　　　特定資産運用益 [  157,000 ] [  77,000 ] [  80,000 ]
　　　　　特定資産受取利息  157,000  77,000  80,000
　　　　受取会費 [  65,760,000 ] [  65,932,000 ] [ △ 172,000 ]
　　　　　事業掛金負担者掛金  65,760,000  65,932,000 △ 172,000
　　　　事業収益 [  29,897,000 ] [  29,678,000 ] [  219,000 ]
　　　　　慶弔給付事業収益 (  12,738,000 ) (  12,000,000 ) (  738,000 )
　　　　　　共済給付金収益  12,738,000  12,000,000  738,000
　　　　　サービスセンター事業収益 (  2,855,000 ) (  3,500,000 ) ( △ 645,000 )
　　　　　　事業参加者負担金収益  1,675,000  2,340,000 △ 665,000
　　　　　　斡旋事業事務手数料収益  300,000  240,000  60,000
　　　　　　広告料収益  880,000  920,000 △ 40,000
　　　　　ワークパル上越事業収益 (  14,304,000 ) (  14,178,000 ) (  126,000 )
　　　　　　施設利用料収益  7,080,000  7,200,000 △ 120,000
　　　　　　事業参加者負担金収益  121,000  30,000  91,000
　　　　　　講座受講料収益  7,103,000  6,948,000  155,000
　　　　受取補助金等 [  18,192,000 ] [  18,187,000 ] [  5,000 ]
　　　　　　上越市指定管理委託金  18,192,000  18,187,000  5,000
　　　　諸収益 [  379,000 ] [  295,000 ] [  84,000 ]
　　　　　　雑収益  379,000  295,000  84,000
　　　　特定資産取崩収益 [  1,000,000 ] [  0 ] [  1,000,000 ]
　　　　　　運営安定積立資産  1,000,000  0  1,000,000
　　　　経常収益計  116,065,000  114,825,000  1,240,000
　(２) 経常費用
　　　　事業費 [  113,244,640 ] [  111,944,640 ] [  1,300,000 ]
　　　　　役員報酬  3,505,600  3,681,600 △ 176,000
　　　　　給料手当  14,411,520  13,945,920  465,600
　　　　　臨時雇賃金  4,197,000  4,882,000 △ 685,000
　　　　　福利厚生費  4,630,080  4,677,120 △ 47,040
　　　　　主催事業費  8,629,000  8,873,000 △ 244,000
　　　　　会議費  96,000  96,000  0
　　　　　旅費交通費  378,240  283,200  95,040
　　　　　通信運搬費  1,079,040  1,536,000 △ 456,960
　　　　　減価償却費  2,661,120  2,661,120  0
　　　　　消耗品費  461,760  526,080 △ 64,320
　　　　　修繕費  192,000  192,000  0
　　　　　印刷製本費  1,087,680  1,485,120 △ 397,440
　　　　　燃料費  67,200  74,880 △ 7,680
　　　　　光熱水費  7,603,200  7,596,480  6,720
　　　　　使用料及び賃借料  2,714,880  3,264,000 △ 549,120
　　　　　保険料  114,240  120,960 △ 6,720
　　　　　委託費  5,270,400  4,316,160  954,240
　　　　　租税公課  1,664,000  2,034,000 △ 370,000
　　　　　支払負担金  144,000  144,000  0
　　　　　支払手数料  1,400,640  1,230,720  169,920

令和８年度　正味財産増減予算書

当　年　度 前　年　度 増　　　減

（令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで）
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科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減
　　　　　広告宣伝費  733,440  1,279,680 △ 546,240
　　　　　支払助成金  23,309,000  20,908,000  2,401,000
　　　　　慶弔給付金  17,788,000  17,000,000  788,000
　　　　　慶弔給付掛金  11,097,000  11,127,000 △ 30,000
　　　　　雑費  9,600  9,600  0
　　　　管理費 [  2,670,360 ] [  2,730,360 ] [ △ 60,000 ]
　　　　　役員報酬  876,400  920,400 △ 44,000
　　　　　給料手当  600,480  581,080  19,400
　　　　　福利厚生費  192,920  194,880 △ 1,960
　　　　　会議費  4,000  4,000  0
　　　　　旅費交通費  15,760  11,800  3,960
　　　　　通信運搬費  44,960  64,000 △ 19,040
　　　　　減価償却費  110,880  110,880  0
　　　　　消耗品費  19,240  21,920 △ 2,680
　　　　　修繕費  8,000  8,000  0
　　　　　印刷製本費  45,320  61,880 △ 16,560
　　　　　燃料費  2,800  3,120 △ 320
　　　　　光熱水費  316,800  316,520  280
　　　　　使用料及び賃借料  113,120  136,000 △ 22,880
　　　　　保険料  4,760  5,040 △ 280
　　　　　委託費  219,600  179,840  39,760
　　　　　支払負担金  6,000  6,000  0
　　　　　支払手数料  58,360  51,280  7,080
　　　　　広告宣伝費  30,560  53,320 △ 22,760
　　　　　雑費  400  400  0
　　　　経常費用計  115,915,000  114,675,000  1,240,000
　　　　 当期経常増減額  150,000  150,000  0
　２．経常外増減の部
　(１) 経常外収益
　　　　経常外収益計  0  0  0
　(２) 経常外費用
　　　　経常外費用計  0  0  0
　　　　 当期経常外増減額  0  0  0
　　　　 税引前当期一般正味財産増減額  150,000  150,000  0
　　　　法人税、住民税及び事業税  150,000  150,000  0
　　　　 当期一般正味財産増減額  0  0  0
　　　　 一般正味財産期首残高  217,466,000  217,466,000  0
　　　　 一般正味財産期末残高  217,466,000  217,466,000  0
Ⅱ  指定正味財産増減の部
　　　　 当期指定正味財産増減額  0  0  0
　　　　 指定正味財産期首残高  0  0  0
　　　　 指定正味財産期末残高  0  0  0
Ⅲ  正味財産期末残高  217,466,000  217,466,000  0

（１）資金調達の見込みについて
    当期中における借入金の予定はありません。

（２）設備投資の見込みについて
     当期中における重要な設備投資(除却又は売却を含む｡)の予定はありません。

令和8年度資金調達及び設備投資の見込みについて

30



(単位：円）

公１ 公２ 小計 収１ 他１ 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 680,000 0 680,000 0 0 0 0 680,000

基本財産受取利息 680,000 0 680,000 0 0 0 0 680,000

特定資産運用益 157,000 0 157,000 0 0 0 0 157,000

特定資産受取利息 157,000 0 157,000 0 0 0 0 157,000

受取会費 36,168,000 0 36,168,000 0 26,304,000 26,304,000 3,288,000 65,760,000

事業掛金負担者掛金 36,168,000 0 36,168,000 0 26,304,000 26,304,000 3,288,000 65,760,000

事業収益 2,855,000 7,104,000 9,959,000 7,200,000 12,738,000 19,938,000 0 29,897,000

慶弔給付事業収益 0 0 0 0 12,738,000 12,738,000 0 12,738,000

共済給付金収益 0 0 0 0 12,738,000 12,738,000 0 12,738,000

サービスセンター事業収益 2,855,000 0 2,855,000 0 0 0 0 2,855,000

事業参加者負担金収益 1,675,000 0 1,675,000 0 0 0 0 1,675,000

斡旋事業事務手数料収益 300,000 0 300,000 0 0 0 0 300,000

広告料収益 880,000 0 880,000 0 0 0 0 880,000

ワークパル上越事業収益 0 7,104,000 7,104,000 7,200,000 0 7,200,000 0 14,304,000

施設利用料収益 0 0 0 7,200,000 0 7,200,000 0 7,200,000

事業参加者負担金収益 0 135,000 135,000 0 0 0 0 135,000

講座受講料収益 0 6,969,000 6,969,000 0 0 0 0 6,969,000

受取補助金等 0 18,192,000 18,192,000 0 0 0 0 18,192,000

上越市指定管理委託金 0 18,192,000 18,192,000 0 0 0 0 18,192,000

諸収益 105,000 274,000 379,000 0 0 0 0 379,000

雑収益 105,000 274,000 379,000 0 0 0 0 379,000

特定資産取崩収益 1,000,000 0 1,000,000 0 0 0 0 1,000,000

運営安定積立資産 1,000,000 0 1,000,000 0 0 0 0 1,000,000

経常収益計 40,965,000 25,570,000 66,535,000 7,200,000 39,042,000 46,242,000 3,288,000 0 116,065,000

（２）経常費用

事業費 45,928,920 26,444,840 72,373,760 6,155,510 34,715,370 40,870,880 113,244,640

役員報酬 1,752,800 1,752,800 3,505,600 0 0 0 3,505,600

給料手当 5,404,320 5,404,320 10,808,640 1,651,320 1,951,560 3,602,880 14,411,520

臨時雇賃金 0 3,357,600 3,357,600 839,400 0 839,400 4,197,000

福利厚生費 1,736,280 1,736,280 3,472,560 530,530 626,990 1,157,520 4,630,080

主催事業費 4,605,000 4,024,000 8,629,000 0 0 0 8,629,000

会議費 36,000 36,000 72,000 11,000 13,000 24,000 96,000

旅費交通費 141,840 141,840 283,680 43,340 51,220 94,560 378,240

通信運搬費 404,640 404,640 809,280 123,640 146,120 269,760 1,079,040

減価償却費 997,920 997,920 1,995,840 304,920 360,360 665,280 2,661,120

消耗什器備品費 0 0 0 0 0 0 0

消耗品費 173,160 173,160 346,320 52,910 62,530 115,440 461,760

修繕費 72,000 72,000 144,000 22,000 26,000 48,000 192,000

印刷製本費 407,880 407,880 815,760 124,630 147,290 271,920 1,087,680

燃料費 25,200 25,200 50,400 7,700 9,100 16,800 67,200

光熱水費 2,851,200 2,851,200 5,702,400 871,200 1,029,600 1,900,800 7,603,200

使用料及び賃借料 1,018,080 1,018,080 2,036,160 311,080 367,640 678,720 2,714,880

保険料 42,840 42,840 85,680 13,090 15,470 28,560 114,240

委託費 1,976,400 1,976,400 3,952,800 603,900 713,700 1,317,600 5,270,400

租税公課 116,480 1,164,800 1,281,280 382,720 0 382,720 1,664,000

支払負担金　 54,000 54,000 108,000 16,500 19,500 36,000 144,000

支払手数料　 525,240 525,240 1,050,480 160,490 189,670 350,160 1,400,640

広告宣伝費 275,040 275,040 550,080 84,040 99,320 183,360 733,440

支払助成金 23,309,000 0 23,309,000 0 0 0 23,309,000

慶弔給付金 0 0 0 0 17,788,000 17,788,000 17,788,000

慶弔給付掛金 0 0 0 0 11,097,000 11,097,000 11,097,000

雑費 3,600 3,600 7,200 1,100 1,300 2,400 9,600

令和8年度  正味財産増減予算内訳表
(令和8年4月1日から令和9年3月31日まで)

科     目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計
内部取引控

除
合計
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(単位：円）

公１ 公２ 小計 収１ 他１ 小計

令和8年度  正味財産増減予算内訳表
(令和8年4月1日から令和9年3月31日まで)

科     目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計
内部取引控

除
合計

管理費 2,670,360 2,670,360

役員報酬 876,400 876,400

給料手当 600,480 600,480

臨時雇賃金 0 0

福利厚生費 192,920 192,920

会議費 4,000 4,000

旅費交通費 15,760 15,760

通信運搬費 44,960 44,960

減価償却費 110,880 110,880

消耗什器備品費 0 0

消耗品費 19,240 19,240

修繕費 8,000 8,000

印刷製本費 45,320 45,320

燃料費 2,800 2,800

光熱水費 316,800 316,800

使用料及び賃借料 113,120 113,120

保険料 4,760 4,760

委託費 219,600 219,600

支払負担金　 6,000 6,000

支払手数料 58,360 58,360

広告宣伝費 30,560 30,560

雑費 400 400

経常費用計 45,928,920 26,444,840 72,373,760 6,155,510 34,715,370 40,870,880 2,670,360 0 115,915,000

△ 4,963,920 △ 874,840 △ 5,838,760 1,044,490 4,326,630 5,371,120 617,640 0 150,000

基本財産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0

特定資産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0

投資有価証券評価損益等 0 0 0 0 0 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 4,963,920 △ 874,840 △ 5,838,760 1,044,490 4,326,630 5,371,120 617,640 0 150,000

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

中科目別記載 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

中科目別記載 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

法人税、住民税及び事業税 0 0 0 150,000 0 150,000 0 0 150,000

他会計振替額

当期一般正味財産増減額 △ 4,963,920 △ 874,840 △ 5,838,760 894,490 4,326,630 5,221,120 617,640 0 0

評価損益等調整前当期経常増減額
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